
厚木市心身障害者福祉手当支給条例等の一部改正に対する
パブリックコメントの実施結果について

１　意見募集期間
令和３年９月１日（水曜日）から令和３年10月１日（金曜日）まで

２　意見の件数等
(1) 意見をいただいた人数　　３人
(2) 意見の件数　　　　　　　７件
 (3) 案に反映した意見の数　　０件

３　意見と市の考え方
	№
	意見の概要
	市の考え方
	反映したもの

	1
	手当が真に必要な障がい者の方には、継続して支給する必要があると思います。
受給者が年々増加し、今後も増加していけば、財源の確保も大変になってくると思います。市の財政状況も厳しいということを聞きますので、支給要件の見直しもやむを得ないものと思います。
誰もが、いつでも気軽に相談できる身近な相談場所が必要であると思いますので、貴重で限りある財源を、相談体制の充実や障害福祉サービスを継続して利用できるよう活用していただきたいと思います。

	障害福祉サービスを必要とする方々が過不足なくサービスを持続的かつ安定的に享受できるよう、また、喫緊の課題である相談支援体制の充実を図るため、手当の支給要件を見直し、限られた財源を有効に活用します。

	

	2
	真に手当が必要な方へは、制度を継続して支援をしていかなければならないと思いますが、支出額が増え続ける中、制度の見直しもやむを得ないものと思います。
手当の支給要件を見直すことによって得られる財源を、地域の相談支援体制充実のために活用するとありますが、いつでも気軽に相談できる身近な相談場所は必要であると思いますので、限りある財源を有効に活用していただきたいと思います。

	
	

	3
	経営会議（市ホームページより）では「削減された予算は相談体制の充実に向ける」と回答されていました。
しかし、所得制限を行うことにより煩雑な手続きが発生し、人件費（人的、時間的）や通信費等の増加が明らかです。規則で定める、「現況の把握」、「支給停止等」「受給資格喪失の通知」による費用（コスト）の試算を教えてください。
	所得制限に係る事務につきましては、初年度に支給対象者のデータ作成等に多少の時間は必要と想定していますが、「支給停止等」、「受給資格喪失の通知」につきましては、通常業務の範囲内と見込んでいます。　　
また、「現況の把握」につきましても、個人番号（マイナンバー）記載の申請書兼所得確認同意書等の提出により、効率的に事務執行を行います。
なお、通信費につきましては、初回のみ、申請書兼所得確認同意書等の通知を送付するため、130万円程度の通信費（郵送料）がかかるものと見込んでいます。

	

	

	4
	人件費等の増加や手続きミスのリスクをもってしても、削減された予算は相談体制を充実させることができる改正案であり金額なのでしょうか。
	初年度につきましては、支給対象者のデータ作成等に多少の業務量は必要と想定していますが、通常業務の範囲内と見込んでいます。
年々、障がい者や家族等からの各種相談が増加し、専門性を要する相談や対応困難事例が多くなっている状況にあっては、いつでも気軽に相談できる身近な相談場所が必要であることから、地域における相談支援体制の充実のため有効に活用します。

	

	5
	令和4年度改正ありきではなく、利用者（世帯）や関連施設等の理解が得られるよう、今まで以上に丁寧な説明を希望します。
	厚木市市民参加条例に基づき、厚木市保健福祉審議会や意見交換会の開催、パブリックコメントの実施などを通じて、市民の皆様に説明するとともに、障がい者当事者団体や障がい者の家族会にも説明を行いました。
今後につきましても、関係者及び市民の皆様に丁寧な説明を行います。

	

	6
	人権尊重、自立支援の点からも経過措置の設定を強く望みます。
	経済的な公平性を図るとともに、障害福祉サービスを必要としている方に持続的かつ安定的にサービスを提供し、喫緊の課題である相談支援体制を充実するため、令和４年度から実施することとします。

	

	7
	個人番号の利用について、手続きが煩雑になりますが、「申請者のため」とはいえ「利用の押し付け」にならないように、あくまでも任意であることを申請者に理解していただくような対応を希望します。

	支給要件の審査に当たっては、所得の確認が必要となります。その際、個人番号（マイナンバー）を申請書に記載していただくことにより添付書類の提出を省略することができ、申請者の負担軽減が図られることを、丁寧に説明していきます。

	



５　お問合せ先
1. 担当課名　障がい福祉課
1. 連絡先　　046-225-2221（直通）

６　結果公開日
令和３年11月22日公開
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